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研究成果の概要（和文）：加齢黄斑変性の発症には、網膜色素上皮の加齢性変化が大きく関わっていると考えられる。
眼底自発蛍光は網膜色素上皮細胞機能を反映する検査法である。世界的には眼底自発蛍光を定量的に計測する手法が報
告されているが、高齢者においては、白内障など中間透光体混濁の影響を受けるため計測が困難であった。今回の研究
では、緑色レーザー光と走査レーザー検眼鏡内部の参照プレートを用いることで、眼底自発蛍光を定量的に測定する手
法を開発した。

研究成果の概要（英文）：Aging of the retinal pigment epithelium is associated profoundly　with 
age-related macular degeneration. Fundus autofluorescence is one of examination methods to evaluate 
activity of the retinal pigment epithelium. A method of quantitative measurement for fundus 
autofluorescence has been reported. However, it is difficult to perform quantitative measurement in 
elderly person because they have media opacity such as cataract.We developed the quantitative measurement 
system of fundus autofluorescence using green excitation laser and the reference in the optical system of 
scanning laser ophthalmoscope. Our system enable to measure fundus autofluorescence quantitatively in 
elderly person.
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１．研究開始当初の背景 
 
眼底自発蛍光の励起光成分には、細胞代謝に
関連する成分が含まれている可能性が示唆
される。この成分を捕らえ比較することで、
加齢黄斑変性など網膜代謝異常を背景とす
る網膜疾患の病態が解明できる可能性があ
る。 
 
２．研究の目的 
4 種類の波長により眼底像を取得することが
可能な市販の走査レーザー検眼鏡（F-10、ニ
デック社、蒲郡市）を改良し青色光により励
起される眼底自発蛍光のうち、比較的短い波
長成分と長い波長成分を分離し記録する。年
齢および加齢黄斑変性患者でそれぞれの波
長成分を比較検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
１）走査レーザー検眼鏡内部に組み込んだリ
ファレンスを用いた青色と緑色照射光によ
る眼底自発蛍光（緑色眼底自発蛍光）の定量
化と蛍光強度差分検出の検討。 
２）青色照射光による眼底自発蛍光の励起光
の分離フィルターの作成。 
３）眼底自発蛍光成分の年齢および加齢黄斑
変性をはじめとした網膜疾患における変化
の検討。 
 
４．研究成果 
１）市販機を用いて青色および緑色光による
眼底自発蛍光の定量的評価を可能にした。加
齢黄斑変性病態の検討に重要と思われる高
齢者における測定を可能にした。定量化した
結果を基に、青色および緑色眼底自発蛍光の
差分および比率を検討したが、青色自発蛍光
量は、個体によるばらつきが大きく、両者の
比較検討は市販機を用いた計測では困難で
あることが判明した。 
２）緑色眼底自発蛍光は、中間透光体混濁の
影響が少なく、加齢とともに増加し 70 歳代
以降では減少することが明らかとなった。 
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